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―キナバル山で見てきたもの by Yuta 

 
 

 
キナバル山の中腹を越えたところからやなに登り始めます。 
標高は 1900Mあります 
 

 
はじめてみる生うつぼかずら。 
自分が知っているのは 10cmくらいの大きさだろ思っていました。 
大きすぎだろ！ 
中の水は植物から出ているのではなく雨水をためていました。 
 

 
鮮やかな水色と緑を混ぜた蛍光色の蚊がいました。 
大きさは１ｃｍもありません。 

 



少し枯れた感じのうつぼかずらです。 
中に水がたまりすぎて酸が薄まって沢山のボウフラがわいていました。 
 
登った範囲で見た植物は乾燥地域に生える植物が多いようです。 
背の高い木がまったく無く、地表が乾燥しやすいからです。 
 
つぎにオラウータンのリハビリテーションセンターへ行きました。 

 
 
チケットもらい入ってすぐのところに毒へびがいました。 
幸い誰の手も届かないところにいたので安全でした。 
葉っぱと同化していて探すのがすごく大変でした。 
 

 
初めて見る原生林の木 
２０mはあったと思います。 
今度行くときは本当の原生林を歩いてみたいです 
 

 
人と同じぐらいの大きさの葉っぱ。 
傘として使えるのでは？ 
 



 
一番奥にオラウータンを観察するところがありました。 
しばらくするとオラウータンがロープを伝ってやってきました 

 

 
えさをやりに施設の人がやってくるとオラウータンがどんどんやってきました 
 

 
帰り際にアゲハチョウの一種がいたので捕まえてみました。 
日本のとあまり大きさは変わりませんが派手さが無いです。 
 
 
村に着きました 



 
川の色は茶色でした。 
これは川の流れで石や砂が削られて泥になってしまうから茶色になるようです 
 

 
ジャングルの中ナイトウォークしているときに見つけたヒルです。 

 
小さなかえるがいました。 

 
 

 
３０分ほど歩く、なんと、３メートルもあるニシキヘビがいました 



 

 
蛇が逃げていく中軽く掴んでみました。 
一目散に闇に消えていきました。 

 
B玉の２回りくらいの大きい団子虫です。 
 

 
マレーオオトカゲっぽいのがいました。 
しかしボートに驚いてすぐ逃げてしまいました 

 
あっちこっち飛び回るのでやっと取れた中できれいな１枚です 



 
めったに見ることができないという天狗猿。 
何枚も写真を撮っているとカメラ目線で撮らせてくれました。 
 

 
阿朝６時の村の状態です。霧が立ち込めていました 

 
取れたてのココナッツジュース 
ぬるいの一言 

 
村から遠くないところに２メートルのワニがいました。 
４ｍくらいの近さで見られましたがすぐに水の中に逃げていきました。 



 
３０cmくらいの小さなワニがモーターに驚いていました 

 
やしの木の葉っぱで作ったバッタです 
 
マレーシアに来て大阪の人や村の人と仲良くなったり、夜空がきれいで流れ星をいくつも見たり、 
色んな動植物や自然を見られてとても楽しかったです。 
来年も行けるならば生きたいと思います。 
 
おまけ 
台風のせいで成田に着陸できないと分かりつつ飛行機は成田周辺をぐるぐる回っていてとても辛

かった 

 


